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３年ぶり 田舎の魅力に触れる
まるごと田舎体験

　6月26日、まるごと田舎体験事業推進協議会（阪
さか

井
い

義
よし

則
のり

会
長）はまるごと田舎体験を開催し、ふるさとセンター横の水田で
田植え体験を行いました。
　町内外から訪れた7組27人の参加者は、泥だらけになりなが
ら手植えをし、自然を楽しみました。
　田植えの後は、トッパ丸との綿あめづくりや地域おこし協力
隊の岩下隊員による琵琶の演奏など南関町の魅力を存分に
堪能しました。
　大牟田市から参加した後

ご

藤
とう

花
か

奈
な

さんは「裸足で田んぼに
入って田植えしたのが楽しかった。次は鎌で稲刈りを頑張りた
い」と話しました。

 稲刈りは10月中旬を予定しています。

田植えって楽しい
三小　５年生が田植え体験

　6月20日、第三小学校（太
お お た

田勝
かつひろ

広校長）の5年生18人は
同校近くの水田で田植えを行いました。
　この日は保護者代表の福

ふくやま

山正
まさひで

英さん（相谷）をはじめ地
元農家の指導を受けながら、児童は田植えに挑戦しました。
ぬかるむ田んぼに苦戦しながらも、自分たちで育てた苗を
手際よく丁寧に植えました。

本
ほ ん だ

田望
のぞ

海
み

さん（相谷）は「田んぼの中に生き物がたくさん
いてびっくりした。上手にたくさん植えられて楽しかった」と
笑顔で話しました。

泥んこもへっちゃら
こどもの丘保育園　田植え体験

　6月28日、若手農業者グループ「がまだす隊」（森
もり

寿
ひさし

隊
長）は、肥猪の水田で南関こどもの丘保育園（菅

すがはら

原 裕
ひろし

園
長）の年長児40人と田植え体験を行いました。
　この取り組みは食育の一環として、隊員指導のもと毎年
実施されています。園児は泥に足を取られながらも、和気
あいあいと元気に苗を植えました。
初めて田んぼに入った園児は「埋まっちゃたー」「冷たくて
ぬるぬるしてる」「水の中になにかいるよー」と声をかけなが
ら田植えを楽しみました。
　植えた苗は秋に稲刈りする予定です。

熱い戦いを繰り広げる
第77回 玉名郡民体育祭

７月３日、玉名郡市内各会場で第７７回玉名郡民体育祭（球
技・格技・水泳）が行われ、町を代表する選手が練習の成果を発
揮しました。
　ソフトテニス、卓球の２種目で団体優勝。その他の種目でも、選
手は優秀な成績をおさめました。
　今年度の熊本県民体育祭は、水俣・葦北地域を主な会場とし
て、９月１７日（土）から１８日（日）にかけて開催される予定です。

種　目 順　位

ソフトテニス 優　勝

卓　球 優　勝

水泳競技 準優勝

弓　道 準優勝

ボウリング 準優勝

グラウンドゴルフ男子 ３　位

グラウンドゴルフ女子 ３　位

▶
熱
心
に
苗
を
植
え
る
児
童

▲丁寧に苗を植える参加者

▲卓球

▲綿あめづくりに熱中するこどもたち

▲苗植えを楽しむ児童

チームワーク光る大熱戦に
子ども会球技大会

　７月17日、町子ども会連合会（日
ひ

髙
だか

香
か な え

奈恵会長）は農村
広場グラウンドと農業就業改善センター体育館で子ども会
球技大会を開催しました。
　子どもたちはソフトボール（2チーム30人）とビーチボール
バレー（7チーム46人）の2種目に分かれ熱戦を繰り広げ、会
場には元気な声が響き渡りました。
　日髙会長は「子どもの笑顔がたくさん見られてうれしい。
今日の試合で感じた悔しさや喜び、感謝の気持ちを忘れな
いで」と話しました。

【大会結果】
ソフトボール ......................優勝 二・四小子ども会
ビーチボールバレー ......優勝 女子の部　Smile Friend
  混合の部　竜胆

祝1000回 積み重ねが元気の秘訣
日の出町元気づくりクラブ

　７月８日、日の出町学習センターで行っている「日の出町
元気クラブ」の活動1000回目を記念して、A-lifeなんかん
から記念のクリスタルトロフィーが贈られました。
　本クラブは介護予防事業「元気づくりクラブ」として高齢
者の体力の維持増進を目的に、町内の各集会所で実施さ
れています。平成23年から集会所での活動が始まり、現在
は町内の50か所以上で活動しています。
　表彰を受けた日の出町のメンバーは「今までで最高にう
れしい。体操してみんなとおしゃべりする時間が楽しい。次
は2000回目指して頑張ります」と元気に話しました。
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